
６月３日(金)に、多治見市土岐川観察館主催による「園児とアユはともだち放流 9」が開催されました。この取
り組みは、土岐川を「アユが釣れる川、アユが育む川」に戻すため、土岐川に関わる関係行政、漁業協同組合、
地域住民の方と共同で実施しています。当日は、招待された近隣幼稚園の年長組と年中組の園児たち２８名が、
２，０００匹のアユの放流とガサガサ探検を楽しみました。
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どんなところを探せばいいのか手探りの園児たち タモをのぞき込む園児と蘆屋事務所長
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※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
マスクの着用等の対策を行い、開催しました。

土岐川再生プロジェクト
「園児とアユはともだち放流 9」に参加しました


